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11 月 28 日 第 14 回 株式会社コンパス 

日本とインドの文化交流勉強会 

 

「テーマ 人生の荒波に立ち向かうには、どう生きるか？」 

 講師 スワーミー・メダサーナンダ師 

 

皆さん、こんにちは。  皆さんの幸せのために祈りましょう。 
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オーム。ブラフマンが教師と弟子の両方をみちびいて下さるように。 

「彼」が、私たち双方をやしなって下さるように。 

私たちがゆたかな活力をもってともにはたらくように。 

私たちの学習がたくましくみのり多いものであるように。 

愛と調和が、私たちの間にやどるように。 

オーム。平安あれ、平安あれ、平安あれ。① 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

多治見の皆さん、zoom 講演会の準備をありがとうございました。 

2 年前に多治見にきましたが、2020 年は、コロナの影響で中止しましたから、去年の   

講演会はできませんでした。 

今年もまた、多治見に行くことができませんから、今回は、zoom で講演会をしてはどう

かと提案し、今回の zoom 講演会が実現しました。 

 

今日のテーマは、「人生の荒波に立ち向かうには、どう生きるか？」ですが、少し私が言葉

を変化させて、別の言葉を使うとどうでしょうか。 

 

人生の「荒波」を、「津波」という言葉に変えて「人生の津波に立ち向かうには、どう生き
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るか？」にしたらどうでしょうか？ 

海の津波・・・つまり、人生の津波というようにたとえてみたらどうでしょう？ 

荒波は大きい波ですが、津波はもっと大きくて、もっと否定的なイメージです。 

両方とも波です。 

 

その人生の津波について２つの話をします。 

１つはアルメニアで実際に起こった話です。 

あるお父さんが、息子に「どんなことがあっても、いつでも私は、お前の傍にいる」、と 

自分の息子に約束しました。 

ある時、アルメニアで、大きな地震がありました。その息子が通っている小学校もその大

地震で崩壊し、子供たちも建物の下敷きになり、埋まってしまい、子供の親たちが、 

その場で泣き崩れていました。 

 

その約束をしたお父さんも泣いていましたが、息子と約束していたことを思い出しました。 

「どんなことがあっても、いつでも私は、お前の傍にいる」 

 

そして、そのお父さんは、土を掘り始めました。 

他の親たちは、子供たちがみな死んでしまったと思い、「掘っても無駄だ」と言いました。 

警察官も来て「やめなさい、無駄だ」と言いました。 

消防署長も来て「危ないからここを離れなさい」と言いました。 

誰もお父さんの手助けをしませんでした。 

お父さんは一人で、10 時間、20 時間、30 時間・・・ずっと掘り続け、大きな石をどけ

ると、子供たちの声が聞こえてきました。 

 

そしてお父さんは声をかけました。 

「アルマン！（息子の名前）、生きているか？」 

土の中から小さい声で、「お父さん、僕は大丈夫です。でも怖いです。お腹が空いて、のど

も乾いています」 

お父さんは、「ちょっと待っていなさい。必ず 助けるから」 

でも、息子はこう言いました。 

「最初は私の友達を助けてください。そして最後に私を助けてください」と。 

 

そして息子は言いました。 

「僕はお父さんとの約束を、いつも思い出していました。お父さんが僕に言ってくれた、 

『どんなことがあっても、いつでも私はお前の傍にいる』という約束の言葉を」 
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この出来事から学ぶこと（教え）は何でしょうか？ 

「希望」ですね。 

息子は、『お父さんが絶対助けに来てくれる』と、希望を持って信じていたことです。 

どんな状況においても、希望を持ち、信じることはとても大切なことなのです。 

 

 

もう 1 つの話です。 

あるとき、船で航行中に子供が船から海に落ちてしまいました。 

3～４時間後にその事に気づき、子供を探すために、船長が船を戻しました。 

3 時間後、その子の頭が見え、その子が海に浮いているのが見えたため、助けることができ

ました。 

皆が子供に、「どうして、浮いている事ができたのか？」と聞きました。 

子供は、「船長は絶対助けに来てくれる。希望を持って信じて、浮いて待っていました」と

言いました。 

 

この 2 つの話の出来事の中での、大切な教えは何ですか？ 

それは、「希望」です。 

 

「希望は生きること。失望は死ぬこと。」 

繰り返します。 

「希望は、生きること。Hope is life.  失望は、死ぬこと。Despair is dead.」 

 

 

現在、世界中で大変な問題が起きています。 

皆さんの質問は、どのようにその問題に立ち向かうのか、ということですね。 

私の答えはそれです。 

「希望は、生きること。失望は、死ぬことです。」 

 

その関係で２つの選択肢があります。 

どのような態度を取るか・・・、 

「希望の態度と失望の態度」、 

「楽観の態度と悲観の態度」、 

「肯定的な態度と否定的な態度」、 

これらのどの態度を選択しますか？ 

もちろん失望は死ですから、私たちはそれを選びませんね。 
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「希望の態度」、「楽観の態度」、「肯定的な態度」、が一番大事なことです。 

 

そして、「肯定的なことを考える、肯定的なことをやる」。 

「勇気を持って、知恵を持って、希望を持って、忍耐を持って」、その問題に立ち向かいま

しょう。  

繰り返します。 

「勇気をもって、知恵を持って、希望を持って、忍耐を持って、立ち向かいましょう。」 

 

もう一つの選択肢は、死ぬことです。ストレスです。 

心配・不安・不満・不満足です。 

いろいろな試練に対しては、生きるか、死ぬかの２つの選択肢以外ありません。 

 

私たちは生きていますが、その証はなんでしょうか？ 

私たちは生きています。 

それの証として、いろいろな困難や問題が起きます。それが生きている証です 

困難がある所が生きている場所です。 

 

 

問題のない場所もあります。 

その場所がどこなのか知りたいですか？ 

そんな場所があったらいいでしょ？すぐに引っ越ししたいですか？ 

・・・その場所は、お墓です。 

お墓に入っている人は、皆、安心で寝ています。問題がありません。 

 

私たちは、生きている人ですから、絶対問題があります。 

ですが、その問題をどのように解決しますか？ 

肯定的に解決？それとも否定的に解決？  

それを、私たちは決めないといけません。 

否定的な解決は、問題の解決にはなりません。 

 

いろいろな問題について否定的な解決とは何ですか？・・・「逃げる、避ける」の 2 つです。 

肯定的なやり方は「立ち向かうこと」です。 

 

そして私たちは、いろいろな問題を抱えていますが、その問題に立ち向かうことができま

す。 

逃げないで、避けないで、肯定的になって立ち向かう。そうすれば、最終的にそれの結果
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は大きいです。 

 

どうしてですか？ 

 

私たちは神様の子どもですね。神様を信じる、その考えは何ですか？ 

 

普通の両親は、自分の子どもが、大変な状態にならないように、できるだけ助けます。 

しかし、私たちは神様の子どもですが、どうして神様は、私たちにこのような大変な状態

を作っているのでしょうか？ 

それは、問題がなかったら、私たちは自己成長できないからです。 

成長できない、進まない、勉強しない・・・それだと気付きがありません。 

気づきがなければ、自己成長はできません。 

 

そして、私たちの中にはどれくらい力があるのでしょうか？  

神様は、私たちにそれを気づかせたいのです。 

自分に問題が起きると、私たちはその問題に立ち向かいます。 

そして、問題に立ち向かうと、あなたの中にその力がでてきます。 

 

最初は気付きがでます。それが大事です。そして、問題に立ち向かうと自信がでます。 

それだけではなく、私たちは、その問題からいろいろなことを学びます。 

何が間違っているのか、それも内省することになるでしょう。 

 

今はコロナが問題ですね。皆さんにとって大事なやり方（生き方・考え方・ものごとのと

らえ方）とは何でしょうか？ 

内省することがとても必要なのです。 

 

現代のライフスタイルは、ミクロレベルとマクロレベル、正しいと正しくない、という 

二面があります。 

ミクロレベルというのは、個人的レベルのこと、 

マクロレベルというのは国のレベルや社会的レベルのことです。 

それが本当に正しいか、正しくないか、 

神様は、それを内省して、あなたに気づいて欲しいのです。 

そうしないと我々は変化しないのです。 

 

そして皆さんがそのように考えれば、それは肯定的な態度、ということになります。 
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生活の中には、いろいろな間違いもあります。 

神様はその間違いを変化させて欲しいのです。 

もう 1 つ神様の思いは、あなたの中にその問題の解決に立ち向かう力があるので、 

その力を出してほしいと思っているのです。 

 

 

 

今日の話の事で、日本の歴史の事を考えた方がいいですね。 

今起きている大きな問題は初めてですか？ そうではありません。（過去にも大きな問題が

たくさん起きています） 

それで、日本の歴史の事を思い出しましょう。 

 

 

 

 

まずは・・・。 

1923 年の関東大震災を知っていますね。 

東京や関東エリアで起きた関東大震災の時、震災前と震災後の東京近辺の状態は 

どうだったでしょう？  

それについて、３つの写真をお見せします。 

 

まず１枚目、これは震災前の写真です。 
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次は震災直後の写真です。 

 

 
 

 

次は震災後から何年も経った写真を見て下さい。 

 

 
 

皆さん、わかりましたね？  

どのように変化しましたか？ 

何人の人が大震災で亡くなったでしょうか？ 

10 万 5 千人です。10 万 5 千人が亡くなりました。 
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次の写真は、第２次世界大戦の広島の写真です。 

 

まずは、第２次世界大戦の広島原爆投下前の、広島市街地の写真です。 

 

 

 

第２次世界大戦の広島原爆投下後の写真。 

 

 

原爆の前と後です。 

 

次の写真をお願いします。 
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(現在の写真) 

 
 

 

見て下さい。 

 

これと比べると、今どれだけ大変なのでしょうか？ 

２枚目の写真は、原爆投下後の２か月あとの写真ですから。 

そして３枚目が、それの後の、広島の現在の写真。 

原爆で何人が亡くなりましたか？ 広島と長崎を合わせて、2１万人です。 

広島と長崎だけで、2１万人亡くなりました。 

 

コロナウイルスの感染症で、亡くなった人は、1 万８千人くらいです。 

比べてください。 

昔はどのくらい大変でしたでしょうか？ 

 

亡くなった人の数がわかりますね？どれくらい違いますか？どれくらい多いですか？ 

 

もう１つは食事についてです。 

 

私は、昔、ヴェーダーンタ協会（註：逗子のこの僧侶が住んでいるお寺。インド最大の 

僧団ラーマクリシュナミッション日本支部）に住んでいる、おばあちゃんに聞きました。

おばあちゃんは「第２次世界大戦の後の食事は、ご飯と梅干しだけ。梅干しを少しだけ食

べて、一緒にご飯を食べていました」と。 

今と比べてください。今、その状態ですか？ 



10 
 

みなさんは、梅干しとご飯だけ食べていますか？ 

それよりもっといい食事ではないですか？  

今は、それと比べるとそんなに大変ではないのは確かではないですか？。 

 

それから経済について。 

第２次世界大戦の後、経済は全く壊されました。 

今の状態はそうですか？そうではないです。 

 

今後、大変、大変、という考えが出てきたら、自分の国の歴史のことを思い出してくださ

い。 

あのような悲惨な状態から、現代の状態に変化しました。 

誰がそうしましたか？ 外国人が日本に来てそれをしましたか？ 

あなたがた日本人がそれをしました。あなたがたでしょ？！ 

そのことを思い出しますと、自分に自信がでます。 

 

昔は、コロナウイルス感染症より、もっともっと大変な状態でしたが、それに人々は立ち

向かいました。今度も私たちは立ち向かうことができます。 

逃げない、避けない。 

私達は立ち向かうのです。 

 

希望を持って、自信を持って、知性を持って、勇気を持って、立ち向かいます。 

考えてください。私は、ときどきインドへ戻った時、日本での経験について話します。 

その時いつも、これらの例を使って話をしています。 

 

第２次世界大戦は 1945 年に終わりましたね。 

1945 年、それから 20 年の間に東京オリンピックがありませんでしたか？ 

1945 年からたった 20 年です。信じられないです。 

どれくらい大変だったのか、先ほどの写真を見るとわかります。思い出してください。 

過去の日本人を思い出すと、「マハラージ（今回の講演の僧侶の名前）、人生の荒波に立ち

向かうには、どう生きるか？話してください」とか、 

「コロナウイルスの感染症についてどう立ち向かうかを話してください」というような 

講話依頼の内容は、私には来ないでしょう。 

なぜなら、日本の過去を思い出せば、必要ないからです。 

 

どうですか？私の言うことがわかりましたか？ 

日本の過去と現在の関係で、今回のテーマの結論が出ています。 
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そのために、皆さん思い出してください。 

１つ、英語の歌があります。 

We shall over come. We shall over come. We shall over come someday. 

皆さん、この歌を聞いたことがありますか？ 

訳「私達は問題を乗り越えられる。打ち勝つことがでる」 

立ち向かえ、昔も立ち向かいました。今度も立ち向うことができます。 

 

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダがそのことを言っていました。 

いっぱい神様を信じても、自分の自信がなかったら何にもできない。 

なので、その両方を合わせることが大事です。 

神様も信じる、自分の力も信じる。 

 

「信じること、信じること、自分自身を信じること、神を信じること―― これが偉大さの

秘訣だ。もしあなた方が、3 億 3 千万に上るあなた方の神話上の神々や、異国の人々があ

なた方の中に入り込ませたあらゆる神々を信じていても、いまだに自分自身を信じていな

いのであれば、あなた方にとって魂の救済はない。自分自身を信じ、自分自身への信仰に

立脚して、強くありなさい。」スワーミー・ヴィヴェーカーナンダの教えより。 

 

日本の国の回復力、その言葉はレジリエンス。「立ち向かえ」、大体同じ考えです。 

日本人はその力を絶対持っています。 

 

もう一つは、神様を信じること。 

神様にとって、私たちが神様を信じても、信じなくてもどちらでも構いません。 

しかし私たちには違います。 

 

どうしてでしょうか？神様を信じた方がいい理由は何ですか？ 

神様を信じると、私たちは、安心、忍耐、勇気がでます。 

神様を信じていない、無宗教の人は、落ち着かない状態で忍耐がない、恐ればかりの状態

になります。それが違います。 

 

神様を信じている人と、神様を信じてない人との大きな違いです。 

 

信じている人だったら、心が穏やかで、忍耐があり、勇気がでている状態です。 

 

どうしてでしょうか？ 

信仰があると、神様は私たちの永遠の友達です。神様は永遠の避難所（心の拠り所）です。
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それを信じているので、生きている間も神様は友達で、神様が心の避難所となってくれま

す。 

亡くなる時も神様は一緒にいます。 

亡くなった後も、神様は私と一緒にいます。 

 

亡くなる前と亡くなった後、何が違いますか？ 

亡くなる前のイメージは、体と心と魂を合わせて私です。 

亡くなる時は、魂は体からでます。 

亡くなった後は、神様が一緒にいます。神様と私の魂は一緒にいます。 

 

「生きている間、神様は一緒にいます。亡くなる時も神様は一緒にいます。亡くなった後

も神様は一緒にいます。」そのような信仰があったら、絶対に私達が恐れることは何もあり

ません。心配なことはなにもないです。なぜなら、神様がいつも一緒にいます。 

 

どうして恐れがでますか？ 

恐れの原因は２つあります。 

1 つは、助けてくれる人が誰もいない。孤独。 

 

もう１つは、助けてくれる人はいっぱいいます。お金も持っていますが、その人たちが助

けることができない状態です。 

例えば、初期のコロナ感染の時を思い出してください。 

アメリカで、コロナが流行り、力もお金もたくさん持っている人でも、たくさん亡くなり

ました。 

どうしてでしょう？ 

アメリカには、お金も、物資も、武器もたくさんあります。 

それでもその人達を助けることは出来ませんでした。 

その時、誰が助けることができますか？  

神様だけが私たちを助けることができます。 

そのことを理解することが大事です。 

 

反対に、無宗教の人は、神様を見ることができないから、神様はいないと言います。 

しかし、神様がいるという答えは簡単です。 

 

「バターはどこにありますか？」・・・「牛乳からです」 

牛乳の中にバターがあります。絶対牛乳の中にあります。ですが、それが見えますか？ 

みなさん、牛乳の中にバターがあるのを見たことがありますか？ですが、絶対あります。 
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バターを見たいなら、特別なやり方があります。するとバターは絶対現れます。 

 

神様も同じです。神様は、遍在ですから、絶対います。 

ですけれども、神様を見たいなら、特別なやり方があります。そうしてください。 

そうしないで、神様はいないというのは、非論理的なことではないですか？ 

 

もう１つは、神様を信じていないということは何でしょう？ 

この自然界は自然にでていません。自然界は自分で自分を作ることができません。 

どうしてでしょう？ 

自然は物質だからです。 

物質がある物質を作っているところを見たことがありません。 

絶対意識がないと、物を作ることは出来ません。 

 

創造があると、絶対に創造者もいます。 

世界や宇宙は創造ですから、創造者は絶対に存在します。 

それが、神様です。 

 

そして、神様は、私たちのことを聞いていますか？ 

神様は本当に必要ですか？ 神様は必要です。どうして必要なのでしょうか？ 

誰も助けてくれる人がいない場合や誰もあなたを助けることができない状況の時、神様か

ら help がきます。 

 

神様は手伝っています。 

それについて、1 つ出来事があります。 

ある時、無宗教で神様の事を信じていない人がいました。 

その人が海で泳いでいるうちに、塩の流れで遠くまで流されてしまいました。 

その人は、「このままでは、流されて死んでしまう」と思いました。 

その時、その人は「神様、あなたが本当に要るなら助けてください。」と深く祈りました。 

その時突然イルカが顕われました。そのイルカは、その人を少しずつ、少しずつ、海岸の

近くまで押してきて、岸まで押し上げて、去っていきました。このような話は一つだけで

はなく、沢山あります。 

 

今時間がありませんから、もう一つだけ話します。 

たとえば、シュリー・ラーマクリシュナとホーリー・マザーの信者がコロナに罹り入院し

ました。その信者はとても大変な状態になって、死ぬかもしれない。その信者は一生懸命

ホーリー・マザーに「お母さん、どうか助けてください。」と祈りました。 
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真夜中に、田舎のおばあさんが現れたのを見ました。それを見て、病院の看護師さんかと

思いましたが、おばあさんは看護師さんの服は着ていませんでした。 

 

そのおばあさんが、誰かわかりませんでしたが、次の朝から、その信者の容態はだんだん

よくなりました。 

その時、その信者は気付きました。 

あの田舎のおばあさんはホーリー・マザーだったことを。 

 

私たちが神様に祈ると、神様が応えて助けてくださるのはどうしてでしょうか？ 

これは神秘的なものではなく、説明できます。 

私たちの個人的な心は、宇宙的な心の一部分です。個人的な心で祈りますと、そのリアク

ションは、宇宙的な心に影響します。そして宇宙的な心（神様）が助けてくれます。 

それが本当の原理です。皆さんそれを信じてください。 

 

もう 1 つ覚えてください。 

ラケホリマレケ マレホリラケケ （神様が私たちを守るなら、誰も私たちを殺すことは

できません。もし神様が私たちを殺すなら、だれも私たちを守ることができません。） 

 

もちろん、私たちは自分の安全のために、いろいろなやり方をやらなければいけません。

しかし、それだけで 100％安全ではないことを理解してください。そのため、最終的に最

後に神様が私たちを助けることがあります。 

皆さん、それをイメージしてください。 

 

もう１回いいますと、もし、私たちが死んでも問題はありません。 

私たちの魂は神様と一緒にいますから、怖がらないでだいじょうぶです。 

そのイメージで私たちは、立ち向かうことができます。 

 

もう一つは、何でしょうか？ 

否定的なやり方を避けること。 

TV や新聞で否定的なニュースがいっぱい出ています。それをできるだけ見ない方がいい。

読まない方がいい。 

そうしないと、あなたは、絶対に否定的なバイブレーションの中に入ってしまします。 

その波動に気を付けないといけません。 

 

また、毎日毎日、理想的なスケジュールを作って、それに従ってください。 
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そのスケジュールの中に、祈り、瞑想、聖典の勉強、体のための運動、仕事、休み、みな

合わせて作ってください。それに従ってください。 

それの目的のために、１秒も暇にならない予定を作る必要があります。 

 

心は暇になると、絶対に否定的なことを想像します。とても大事なことです。 

そして、心は１秒も暇にならない状態を作ってください。 

そのために、一番いいやり方は、スケジュールを作って従ってください。 

 

私は、経済の問題、人間関係の問題、心の問題で、困難に立ち向かう方法を説明しました

ね。 

しかし、ある問題は、個人的には、解決できない問題もあります。国が解決しないといけ

ない問題もありますが、今日、私が話したのは、個人的に立ち向かう話です。 

 

これで今日の話は終わりです。 

 

皆さん、お元気で。ありがとうございました。 

 

質疑応答  

 

A さん、お願いします。 

Q:今日は貴重なお話をありがとうございました。 

先ほどの、心が暇になると、否定的な考えになってしまうというのは、私に当てはまると

ころがあったのですが、その部分をいつもポジティブになれるためにはどうしたらいいの

でしょうか？ 

心はそういうものだというように考えていればいいのか、これからの私の行いでそこも変

えていけるのか、お聞きしたいと思いました。 

 

A:マハーラージ 

あなたの質問は、どのように肯定的になるのか・・その話でしたか？ 

それについての答えは、スケジュールを作って、１秒でも心を暇にさせない。その心の状

態を作ってください。それが１つ目の大事なことです。 

 

２つ目は、今、心に否定的なことがいろいろありますから、肯定的なやり方を実践します。 

心のコントロールのために、瞑想をします。 

集中して、永遠の存在を考える、それが瞑想ですね。 

そうすると、心のコントロールがだんだんできます。そしてだんだん幸せも増えてきます。 
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それらはすべて肯定的でしょ？ 

 

それから、先ほど言いました、聖典の勉強が大事です。 

聖典の勉強の結果は何でしょう？ 

何が道徳的であるか、何が非道徳的なのか。また、何が良い生き方なのか、何が悪い生き

方なのか。何が肯定的か否定的なのか、そのことが聖典の中にたくさんあります。 

 

例えば、有名な聖典のバガヴァット・ギーターの中に、同じような神様の教えが書いてあ

ります。 

問題がある時は、逃げないで立ち向かってください。 

あなたの義務をやめないで、義務をやってください。 

 

楽しみについての、肯定的と否定的な教えです。 

ある種類の楽しみは、最初はとても甘いですが最終的には苦くなります。そして最後は大

変になります。最初はとても面白いですが、最後は困ることになります。そのような楽し

みは避けた方がいいです。 

 

しかし、最初は大変で苦い、面白くない、ですけれども、そのやり方でずっと実践してい

ると、最終的には、とても我々を助けます。そのやり方は、最初は、苦くても最後に甘く

なります。聖典の勉強をすると、何が肯定的で何が否定的なのかを、理解できるようにな

ります。 

 

もう１つは、体の健康のことです。例えば、Unity power ですね。 

体の力をもっと強くして、免疫力、抵抗力をつけなければいけません。 

そのために、健康的な食べ物、飲み物を食べること。 

そして、健康的ではない食べ物、飲み物を避けることです。一緒にしてしまうと何も結果

は出ません。 

健康的な食べ物も食べて、健康的でない食べ物も食べるのはよくありません。 

それは、健康的な食べ物を食べて、健康的な飲み物を飲みますと、結果は肯定的になりま

す。 

健康的なでない食べ物や健康的でない飲み物を摂ると、結果は否定的になります。 

 

もう 1 つ大事なことは、心のレベルです。 

例えば、私達はいつも他の人の過ちをすぐ見ます。それはハエのようです。 

ハエは汚いものが好きでしょ？  

他の人の過ちをみてばかりいると、心の状態がハエみたいになっています。 
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他の人は良い性質もいっぱいありますが、悪い性質をみています。それが否定的です。 

他の人の悪い性質を見ないで、良い性質を見ること、それが肯定的です。 

それが蜜蜂のやり方です。 

 

蜜蜂はハチミツが好きですね？ハエにならないで、蜜蜂になりましょう。 

肯定的ですね。はっきりわかりましたか？ 

何が肯定的か否定的なのか、そのような例はもっともっといっぱいありますけれども、と

りあえずはこれくらいの例で理解してください。 

 

私達はどのような方法でも強くなれます。幸せはできます。そのやり方は全て肯定的です。 

その反対は全て否定的です。それが基準です。 

 

A さん 

はい、わかりました。ありがとうございました。 

 

司会者 上野理絵「申し訳ありませんが、時間がなくなってきてしまいましたので、短めに

お願いします。次の質問をお願いします」 

 

M さん 

Q:マハーラージ、今日はありがとうございました。 

心が１秒でも暇な時間を作ってはいけない、というお話で、それで、理想的なスケジュー

ルを立てることが大事なことであるとマハーラージが仰ってみえましたが、一日の理想的

なスケジュールは、どういうものかを教えてください。 

 

A:マハーラージ 

先ほど理絵さん（司会者）から、答えは短くしてくださいと言われましたので、ヴェーダ

ーンタ協会の「今日をよく生きる」の本を読んでくださいが私の答えです。 

それが一番短い答えです。その本にたくさんの説明があります。 

 

先ほど言いました、瞑想の時間、運動の時間、聖典の勉強の時間や、もちろん働きの時間、

休みの時間を合わせてスケジュールを作ります。 

朝に瞑想をするのが一番いいです。 

他にも詳しいことは「今日をよく生きる」に書いてありますから。そんなに大きな本では

ないです。 

その種類の本は、ゆっくりゆっくり勉強することです。そして、何回も何回も読んで、そ

して、実践することです。 
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この本は、物語ではありません。人生に深く関係します。人生が変化します。 

 

否定的から肯定的へと人生が変化することは、簡単なものではありません。 

それは想像だけでできません。絶対、実践しないといけません。 

さっきも言いましたね。 

もし牛乳からバターを作りたいなら、そのプロセスがあります。 

想像だけでバターはできません。それと同じように、もし人生を変化させたいなら、否定

的から肯定的へ、そのやり方があります。 

それは、１日だけではできません。それのための実践のヒントが本の中にありますから、

本を読んでください。 

 

 

N さん、お願いします。 

Q:今日はありがとうございました。 

人生の津波に立ち向かうには、希望を持って生きるという態度が、とても必要で、その必

要で大事なことの１つに、マハーラージがお話された、「神様を知る」ということでした。 

マハーラージがミルクとバターのお話をされましたが、神様を見るやり方、そのお話を  

もっとお聞きしたいです。 

私は、本を読んだり、瞑想も時間を決めて実践をしていますが、神様が見えてきて、知る

というのは、本を読んだり瞑想する、他にどのような態度が必要なのか教えてください。 

 

A:マハーラージ 

一番大事なことは、瞑想の時に神様を想像しているでしょ？想像して瞑想しています。 

祭壇に神様、例えば、シュリー・ラーマクリシュナ（インドで言われている、現代の神の

化身）を見ています。 

 

大切な方法は、自分の中に神様を見るだけではなく、祭壇にある神様の写真を見るだけで

はなく、あらゆるところ、みなさんの中に、すべての生き物すべてのものの中に神様を見

ること、それが神様を探さないで、神様を見てください。 

 

なぜならすべての人の中に神様がいます。私達は無知の影響で見ることができません。 

無知がなくなると、絶対にみなさんの中に神様がいますから、それが理解できます。 

そのやり方は、自分がもっと純粋になること、もっと神様のことを集中して考えること、

もう 1 つの方法は、目を閉じてだけではなく、目を開けても神様を見てください。 

それが方法です。 

好きな人、嫌いな人、全ての人の中に神様はいます。それをできるだけ想像してやってみ
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てください。 

そして、神様の恩寵も大事です。神様の恩寵で神様を見ることができます。 

すべては、神聖化と同じように、シュリー・ラーマクリシュナ化してください。 

 

Q:今日のお話の内容は大変よくわかりました。 

ですが、このお話を何回も何回も聞いても、自分が元に戻ってしまって、できないのはど

うしてですか？ 

そして、すぐにその内容を忘れて元に戻ってしまうのですが、どうしたらいいですか？ 

 

A:マハーラージ 

それは、いろいろな原因があります。 

１つの原因は、輪廻(生まれ変わり)で、前世何回も生まれ変わりました、死にましたね。 

前の命の時、その時に私達はいつも世俗的なことを考えていました。 

今生は、霊的なことを考え始めました。ですけれども、前世で、いっぱーい、いっぱーい

何回も世俗的なことを考えて、その傾向は世俗的な傾向が大きいです。 

サンスクリット語でサムスカーラです。世俗的な傾向が大きいですから、すぐに変化する

ことができません。 

 

ゆっくりゆっくりゆっくり・・何回も何回も何回も、やらないといけないのです。 

何回やっても何回も思い出しても、何回も忘れても、もう１回やってみてください。 

これが肯定的なことです。 

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダが言いました。 

もし、あなたの理想的なことがあるとしても、あなたの過ちの可能性があります。 

あなたの過ちの数が、もし 1 千だったら、あなたの理想的なことがなかったとしたら、あ

なたの過ちの数は、1 万になります。 

言うことがわかりますか？理想的なものがないと、私達は過ちを増やします。ですから、

私達の理想的なものがあったら、私達は、最初過ちをしますが、だんだんその過ちは神様

の恩寵で、いろいろ肯定的な実践の結果でだんだん減ります。 

 

今のプロセスは、減っています。すぐにはわかりませんが、霊的な生活の大事なポイント

は忍耐です。忍耐はとてもとても大事です。 

なぜなら、私はいつも言っています。霊的な生活に、高跳びと幅跳びはありません。 

一歩一歩、ゆっくりゆっくり進まないといけません。 

そしてみなさんの忍耐はすぐなくなります。その結果はわからないです。 

日本語で有名な言葉ありませんか？ 

桃栗三年柿八年  
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柿が 8 年です。今日、苗を植えて明日、果物はできません。 

なぜなら心の中に汚い思いがたくさんありますから。汚い思いとは、例えば、怒り、欲望、

執着、嫉妬、幻惑、欲張る、たくさんあります。 

それをきれいにしないといけません。それのために時間がかかります。 

そして、必要なことは、忍耐です。 

肯定的なやり方の１つが忍耐です。 

希望を持って、勇気を持って、知性を持って、そして忍耐を持って。忍耐が大事です。 

そしてみなさん、失望をしないでください。 

何回も何回もミスしても、もう１回やりましょう！ 

もう１回頑張りましょう！ 

みなさん、他の人に「頑張ってください！」と言いませんか？ 

他の人だけのための助言ですか？自分のために、その助言が大事ではありませんか？ 

みなさんは、他の人に「頑張ろう！頑張って！」といつも言っています。 

ですけれども、自分のために、自分に言わないといけません。 

「頑張ろう！」の助言は、他の人のためにもいいですが、もっと大事なのは、自分のため

に。自分に言ってください。 

「頑張ろう！頑張ろう！頑張ろう！」失望をしない。やめない。逃げない。 

続けてください。何回も何回も。 

道は遠いですが、目的は遠いですが、「立ち上がれ！目覚めよ！人生の目標に達するまで諦

めないでください。」 

どうしてですか？ 同じことでしょ？ 

なぜなら、道は短くはありません。道は簡単ではありません。 

ですけれども、失望しないで、忍耐を持って、一生懸命に進んでください。 

絶対に神様は助けます。 

私たちは、神様に１歩近づくと、神様は 10 歩近づいてくださいます。 

失望しないでください。心配しないでください。 

これは、求道者、お坊さんのためにも同じことです。例外はありません。 

そしてみなさん、そのことを覚えてください。 

何回も堕落してももう 1 回やりましょう！もう 1 回頑張りましょう！ 

一番大事なことは、逃げない、と、やめない、です 

それをいつも覚えていて、頑張ってください。 

それが答えです。 

 

ありがとうございました。 

 

みなさま、ありがとうございました。 (コンパススタッフ一同) 


